
自然を守り、文化を育む、魅力
ゆ め

ある「温泉健康都市」
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四
月
一
日
、
伊
豆
の
国
市
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
役
所
で
は

業
務
開
始
前
に
開
庁
式
が
行
わ

れ
、
市
章
が
描
か
れ
た
市
旗
が
掲

揚
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
原
克

市
長
職
務
執
行
者
（
写
真
右
）
と

大
村
悦
夫
伊
豆
長
岡
支
所
長
（
写

真
左
）
が
、
市
役
所
銘
板
の
序
幕

を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
伊
豆
の
国
市
が
ス
タ
ー

ト
す
る
に
あ
た
り
、
同
日
、
各
委

員
会
の
委
員
へ
の
辞
令
交
付
な
ど

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
な
ど

伊　
豆　
の　
国　
市　
が　
ス　
タ　
ー　
ト

あなたの１票が「伊豆の国市」を創ります。

4月24日（日）は、伊 豆 の 国 市 長 選 挙
伊豆の国市議会議員選挙

の投票日です。

期日前投票は、４月１８日（月）から２３日（土）まで 問合せ　伊豆の国市選挙管理委員会（市役所総務課）電話０５５‐９４８‐１４１１

消
防
団
が
任
命
式

三
月
中
に
、
各
家
庭
へ
伊
豆
の

国
市
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
だ
、
ご
家
庭
に
届
い
て
い

な
い
場
合
や
、
二
世
帯
住
宅
な
ど

で
余
部
が
必
要
な
場
合
に
は
、
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
の
窓
口
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

＜１＞

届
き
ま
し
た
か
？

ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

伊
豆
の
国
市
消
防
団
が
四
月
一

日
、伊
豆
の
国
市
長
岡
体
育
館
で
、

平
成
十
七
年
度
の
任
命
式
を
行
い

ま
し
た
。
合
併
に
伴
い
消
防
団
は

統
合
さ
れ
、
一
つ
の
団
と
な
り
ま

す
が
、
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し
、

旧
町
の
範
囲
ご
と
に
方
面
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

式
典
で
は
、
今
年
度
の
新
入
団

員
三
十
七
名
を
代
表
し
て
、
韮
山

方
面
隊
第
一
分
団
の
監
物
宏
昌
さ

ん
が
、
力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し

た
。

任
命
さ
れ
た
主
な
役
員
な
ど

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
団
長

諏
訪
貢
太
郎

▼
副
団
長
兼
大
仁
方
面
隊
長

島
田
二
郎

▼
副
団
長
兼
韮
山
方
面
隊
長

二
藤
昭
二

▼
副
団
長
兼
伊
豆
長
岡
方
面
隊
長

飯
田
靖
之

▼
本
部
長

【
伊
豆
長
岡
方
面
隊
】

伊
奈
始
、　渡　
辺　
久　
芳　
、　鈴　
木　
建　
彦　
、　

曽
根
原
英
雄
、　
萩
原
幸
雄

【
韮
山
方
面
隊
】

室　
伏　
俊　
晃　
、　
久　
保　
田　
正　
一　
、　
二
藤

強
、　
荻
野
一
義
、　
木
村
辰
昭

【
大
仁
方
面
隊
】

石
井
厳
雄
、
西
島
逸
郎
、
芹
澤

浩
二
、
土
屋
雄
介
、
小
森
茂

▼
ラ
ッ
パ
長

宮
口
広
明

▼
分
団
長

【
伊
豆
長
岡
方
面
隊
】

一
分
団

園
田
哉
夫
、
二
分
団

新　
井　
貴　
之　
、　
三　
分　
団　

今
野
正
勝
、　

四
分
団

渡
辺
邦
人
、　
五
分
団

内　
田　
正　
弘　
、　六
分
団

小　
澤　
浩　
明　
、　

七
分
団

渡
辺
公
志

【
韮
山
方
面
隊
】

一
分
団

下
田
寛
之
、
二
分
団

渡
辺
学
、
三
分
団

山
本
秀
臣
、

四
分
団
　
川
口
哲
哉
、
五
分
団

岩
野
正
和

【
大
仁
方
面
隊
】

一
分
団

森
和
仁
、
二
分
団

岩　
崎　
重　
典　
、　
三　
分　
団　

神　
戸　
貴　
生　
、　

四
分
団

菅
野
芳
春
、
五
分
団

土　
屋　
克　
彦　
、　
六　
分　
団　

西　
島　
和　
仁　
、　

七
分
団

公
野
克
己
、
八
分
団

市
川
久
男

▼
副
分
団
長

【
伊
豆
長
岡
方
面
隊
】

一
分
団

佐
藤
勇
一
、
二
分
団

坂　
本　
達　
也　
、　
三　
分　
団　

葉　
山　
弘　
幸　
、　

四
分
団

山
下
崇
、
五
分
団

町　
田　
公　
二　
、　
六　
分　
団　

佐　
藤　
常　
義　
、　

七
分
団

萩
原
一
英

【
韮
山
方
面
隊
】

一
分
団

秋
山
貴
宏
、
二
分
団

松
下
聡
、
三
分
団

内
野
博
志
、

四
分
団

加
藤
剛
、
五
分
団

杉
山
勇
治

【
大
仁
方
面
隊
】

一
分
団

菊
池
貴
洋
、　
二
分
団

岩　
崎　
克　
彦　
、　
三　
分　
団　

鈴
木
隆
幸
、　

四
分
団

宮
永
一
成
、　
五
分
団

村　
越　
俊　
介　
、　
六　
分　
団　

古　
屋　
和　
義　
、　

土
屋
真
樹
、　
小
川
和　
弘　
、　
高　
田　

浩　
樹　
、
七　
分　
団　

松　
本　
充　
生　
、　

八　
分　
団　

高　
田　
哲　
也　

▼
新
入
団
員

【
伊
豆
長
岡
方
面
隊
】

一　
分　
団　

松　
下　
博　
司　
、　除　
内　
真　
也　
、　

風　
間　
教　
秀　
、　
二　
分　
団　

石　
橋　
明　
典　
、　

大
竹
利
樹
、
山
口
力
、
四
分
団

山　
下　
和　
晴　
、　
六　
分　
団　

小　
澤　
哲　
生　
、　

稲　
木　
真　
人　
、　
七　
分　
団　

平　
賀　
健　
史　

【
韮
山
方
面
隊
】

一
分
団

監
物
宏
昌
、
植
松
勇

司
、
久
保
田
寧
光
、
二
分
団

渡
辺
広
行
、
江
間
宣
行
、
三
分

団

坂
井
直
道
、
金
刺
健
太
、

宮
下
猛
、
四
分
団

川
口
徹
、

今
牧
平
嵩
、
石
川
喬
之
、
三
谷

岳
、
飯
田
直
樹
、
矢
田
祥
一
、

五
分
団

宮
川
朝
長

【
大
仁
方
面
隊
】

一
分
団

中
嶋
孝
展
、
三
分
団

本　
多　
太　
樹　
、　
土　
屋　
邦　
行　
、　
四　
分　

団　

飯　
田　
貴　
久　
、　
川　
口　
晃　
、　
平　
野　

滋　
、　
藤　
崎　
宗　
和　
、　
五　
分　
団　

吉　
田　

亮　
太　
、　
和　
田　
光　
弘　
、　
矢　
田　
俊　
介　
、　

六
分
団

日
吉
健
、
川
口
勇
人
、

七
分
団

渡
辺
昌
紀

●
問
合
せ

安
全
対
策
課
　
電
話

０
５
５　
（
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４
８
）　
１
４
１
２

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
教
育
委
員
会
（
暫
定
）

教
育
長
　
佐
藤
亨

教
育
委
員
長
　
小
川
文
子

教
育
委
員
　
殿
守
小
百
合
、
尾
村

敏
、
鈴
木
貫
太
郎

▼
選
挙
管
理
委
員
会
（
暫
定
）

委
員
長
　
川
口
勝

委
員
　
平
澤
修
一
、
永
田
到
、

土
屋
辰
雄

▼
農
業
委
員
会

会
長

土
屋
次
義
（
神
島
）

委
員
　
室
伏
直
（
四
日
町
）、
野

中
安
雄
（
韮
山
多
田
）
、

小
林
種
一
（
南
條
）、
井

川
謹
吾
（
小
坂
）、
足
立

佐
吉
（
田
京
）
、
土
屋
正

彦
（
三
福
）、
伊
奈
重
徳

（
北
江
間
）、
太
田
衛
（
戸

沢
）、
柴
正
義
（
韮
山
山

木
）、
水
野
勝
利
（
原
木
）、

加
藤
斎
（
長
瀬
）、
塩
谷

隆
一
（
南
江
間
）、
青
島

郁
夫
（
田
中
山
）、
鈴
木

幸
雄
（
中
）
、
鈴
木
章

（
守
木
）、
西
島
孝
充
（
浮

橋
）、
小
澤
仁
（
北
江
間
）

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
長
　
杉
山
道
雄
（
長
岡
）

委
員
　
江
間
芳
忠
（
奈
古
谷
）、

竹
村
和
成
（
田
京
）

※
旧
町
指
定
ご
み
袋
の
使
用
に
つ

い
て

四
月
か
ら
「
伊
豆
の
国
市
指
定

ご
み
袋　
（
黄
色
）」
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

六
月
末
ま
で
は
「
旧
町
の
指
定
ご

み
袋
」
も
使
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
旧
伊
豆
長
岡
町
、
旧

大
仁
町
の
指
定
ご
み
袋
は
、
燃
や

せ
る
ご
み
を
出
す
時
に
の
み
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
、

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
出

す
と
き
は
、
旧
韮
山
町
ま
た
は
伊

豆
の
国
市
の　
「　
プ　
ラ　
ス　
チ　
ッ　
ク　
用　
ご　

み　
袋　
（　
白　
色　
）　」　
を　
使　
用　
し　
て　
く　
だ　

さ　
い　
。　
な　
お　
、　
プ　
ラ　
ス　
チ　
ッ　
ク　
容　
器　

包　
装　
は　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
す　
る　
た　
め　
、　
汚　

れ　
た　
も　
の　
は　
必　
ず　
洗　
っ　
て　
乾　
か　
し　
て　

か　
ら　
出　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

●
問
合
せ

ク
リ
ー
ン
課
　
電
話

０
５
５　
（
９
４
９
）　
６
８
０
５


